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第
四
節

公
設
事
務
所
の
設
置
、
廃
止
等

（
公
設
事
務
所
の
設
置
の
要
請
及
び
地
域
の
選
定
）

第
二
十
条

本
会
は
、
弁
護
士
会
か
ら
本
会
及
び
そ
の
弁
護
士
会
が
属
す
る
弁
護
士
会
連
合
会
に
対
し
て
公
設
事
務
所

の
設
置
を
求
め
る
旨
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
会
長
が
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
弁
護
士
会
連
合
会

の
承
認
を
得
、
理
事
会
の
決
議
を
経
て
、
当
該
地
域
を
公
設
事
務
所
を
設
置
す
る
地
域
と
し
て
選
定
し
、
弁
護
士
会

及
び
弁
護
士
会
連
合
会
と
の
間
で
三
者
協
定
を
締
結
す
る
。

２

公
設
事
務
所
を
設
置
す
る
地
域
は
、
前
項
の
理
事
会
の
決
議
の
日
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
域
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
一
種
弁
護
士
過
疎
地
域

二

次
に
掲
げ
る
地
域
で
あ
っ
て
、
会
長
が
特
に
公
設
事
務
所
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
地
域

イ

第
二
種
弁
護
士
過
疎
地
域

ロ

地
方
裁
判
所
の
本
庁
又
は
支
部
の
管
轄
区
域
に
該
当
す
る
地
域
で
あ
っ
て
、
当
該
地
域
に
所
在
す
る
法
律
事

務
所
の
数
が
十
一
以
上
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
弁
護
士
が
病
気
療
養
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
弁
護
士
業
務
を

行
っ
て
い
な
い
な
ど
の
事
情
が
あ
っ
て
、
第
二
種
弁
護
士
過
疎
地
域
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域

（
公
設
事
務
所
の
廃
止
）

第
二
十
四
条

本
会
ら
三
者
は
、
公
設
事
務
所
弁
護
士
が
任
期
の
満
了
又
は
辞
任
に
よ
り
退
任
し
た
後
も
当
該
地
域
に

お
い
て
弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
の
職
務
を
継
続
す
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
設
事
務
所
を
廃

止
す
る
。
た
だ
し
、
新
た
に
当
該
地
域
に
お
い
て
公
設
事
務
所
を
設
置
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２

本
会
ら
三
者
は
、
公
設
事
務
所
弁
護
士
が
退
任
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
合
意
に
よ
り
、
公
設
事
務
所
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
本
会
ら
三

者
は
、
書
面
に
よ
る
合
意
に
よ
り
三
者
協
定
を
終
了
さ
せ
る
。

一

当
該
地
域
が
第
一
種
弁
護
士
過
疎
地
域
に
該
当
し
な
い
場
合
（
当
該
公
設
事
務
所
を
廃
止
し
た
場
合
に
第
一
種

弁
護
士
過
疎
地
域
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。）で
あ
っ
て
、
公
設
事
務
所
支
援
委
員
会
及
び
設
置
弁

護
士
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
公
設
事
務
所
を
存
続
さ
せ
る
必
要
が
な
い
と
認
め
た
と
き
。

二

当
該
公
設
事
務
所
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
き
。

３

退
任
す
る
公
設
事
務
所
弁
護
士
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
設
事
務
所
が
廃
止
さ
れ
る
場
合
に
は
、
公
設
事
務
所

支
援
委
員
会
を
経
て
、
本
会
ら
三
者
に
対
し
、
公
設
事
務
所
に
お
け
る
業
務
等
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
報
告
し
、

本
会
ら
三
者
及
び
公
設
事
務
所
支
援
委
員
会
と
の
間
で
、
公
設
事
務
所
を
廃
止
し
た
後
の
処
理
に
つ
い
て
協
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

本
会
ら
三
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
協
議
の
結
果
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
退
任
す
る
公
設
事
務
所
弁

護
士
の
業
務
等
の
引
継
ぎ
を
受
け
る
弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
の
選
定
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
基
金
か
ら
援
助
金
そ
の
他
の
必
要
な
支
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

５

本
会
ら
三
者
及
び
公
設
事
務
所
支
援
委
員
会
は
、
公
設
事
務
所
の
廃
止
に
際
し
て
は
、
退
任
す
る
公
設
事
務
所
弁

護
士
に
対
し
、
依
頼
者
そ
の
他
の
関
係
人
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
要
な
指
導
を
す
る
。

６

退
任
す
る
公
設
事
務
所
弁
護
士
は
、
公
設
事
務
所
が
廃
止
さ
れ
た
と
き
は
、
本
会
ら
三
者
及
び
公
設
事
務
所
支
援

委
員
会
の
求
め
る
事
項
を
速
や
か
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
三
者
協
定
）

第
二
十
一
条

三
者
協
定
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
、
書
面
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

公
設
事
務
所
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項

二

公
設
事
務
所
を
設
置
す
る
地
域

三

公
設
事
務
所
の
名
称（「
ひ
ま
わ
り
基
金
」
の
文
字
を
用
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
本
会
ら

三
者
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
本
会
ら
三
者
が
適
当
と
認
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）

四

公
設
事
務
所
弁
護
士
及
び
そ
の
候
補
者
の
選
定
に
関
す
る
事
項

五

公
設
事
務
所
支
援
委
員
会
の
設
置
、
そ
の
委
員
の
選
任
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
公
設
事
務
所
弁
護
士
候
補
者
の
選
定
、
契
約
の
締
結
及
び
公
設
事
務
所
の
設
置
）

第
二
十
二
条

公
設
事
務
所
支
援
委
員
会
は
、
公
設
事
務
所
弁
護
士
の
候
補
者
の
公
募
に
応
募
し
た
者
の
う
ち
、
第
十

三
条
に
規
定
す
る
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
し
、公
設
事
務
所
弁
護
士
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
る
者
を
選
定
す
る
。

２

公
設
事
務
所
支
援
委
員
会
は
、
公
設
事
務
所
弁
護
士
の
候
補
者
を
選
定
し
た
と
き
は
、
本
会
ら
三
者
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

会
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
報
告
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
候
補
者
を
公
設
事

務
所
弁
護
士
の
候
補
者
と
し
て
承
認
す
る
。

４

本
会
ら
三
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
候
補
者
に
つ
き
設
置
弁
護
士
会
及
び
設
置
弁
護
士
会
連
合
会

の
承
認
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
候
補
者
と
の
間
に
お
い
て
、
当
該
候
補
者
が
公
設
事
務
所
を
設
置
す
る
予
定
日
、

設
置
場
所
、
公
設
事
務
所
弁
護
士
の
任
期
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
約
定
し
た
契
約
（
以
下
「
四
者
契
約
」
と
い
う
。）

を
締
結
し
、
契
約
書
を
作
成
す
る
。

５

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
候
補
者
が
弁
護
士
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
公
設
事
務
所
に
常
駐
す
る
社
員
は
、
当

該
候
補
者
と
共
に
四
者
契
約
の
当
事
者
と
な
っ
て
、
当
該
社
員
の
公
設
事
務
所
に
お
け
る
義
務
に
つ
い
て
約
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

四
者
契
約
に
お
い
て
は
、
前
条
第
三
号
の
規
定
に
反
し
な
い
限
り
、
三
者
協
定
で
定
め
た
公
設
事
務
所
の
名
称
を

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

弁
護
士
法
人
で
あ
る
公
設
事
務
所
弁
護
士
（
候
補
者
を
含
む
。）は
、
当
該
公
設
事
務
所
に
常
駐
す
る
社
員
を
交
代

さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
設
事
務
所
支
援
委
員
会
を
経
て
、
あ
ら
か
じ
め
本
会
ら
三
者
の
承
諾
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
本
会
ら
三
者
が
承
諾
し
た
と
き
は
、
当
該
公
設
事
務
所
弁
護
士
及
び
新
た
に

常
駐
す
る
社
員
は
、
本
会
ら
三
者
と
の
間
で
、
新
た
に
常
駐
す
る
社
員
が
前
任
の
社
員
か
ら
当
該
公
設
事
務
所
に
お

け
る
義
務
を
引
き
継
ぐ
旨
を
書
面
に
よ
り
合
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

四
者
契
約
を
締
結
し
た
候
補
者
は
、
四
者
契
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
公
設
事
務
所
を
設
置
し
、
独
立
し
て
運

営
す
る
。

（
後
任
の
公
設
事
務
所
弁
護
士
の
選
定
、
公
設
事
務
所
の
引
継
ぎ
等
）

第
二
十
三
条

本
会
ら
三
者
は
、
公
設
事
務
所
弁
護
士
が
退
任
す
る
に
際
し
て
は
、
公
設
事
務
所
支
援
委
員
会
に
公
募

に
よ
る
後
任
の
公
設
事
務
所
弁
護
士
の
候
補
者
の
選
定
を
行
わ
せ
、
公
設
事
務
所
の
存
続
を
図
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
後
任
の
公
設
事
務
所
弁
護
士
が
任
期
の
満
了
又
は
辞
任
に
よ
り
退
任
し
た
後
も
、
当
該
地
域
に
お
い

て
弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
の
職
務
を
継
続
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
の
規
定
は
、
後
任
の
公
設
事
務
所
弁
護
士
の
候
補
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第

六
項
中
「
前
条
第
三
号
の
規
定
に
反
し
な
い
限
り
」
と
あ
る
の
は
「
公
設
事
務
所
の
名
称
の
同
一
性
を
失
わ
な
い
範

囲
に
お
い
て
、
前
条
第
三
号
の
規
定
に
反
し
な
い
限
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

後
任
の
公
設
事
務
所
弁
護
士
は
、
前
任
の
公
設
事
務
所
弁
護
士
が
在
任
中
に
受
任
し
た
訴
訟
事
件
そ
の
他
の
法
律

事
務
、
当
該
公
設
事
務
所
の
設
備
、
契
約
関
係
等
で
あ
っ
て
引
継
ぎ
の
対
象
と
し
た
も
の
（
公
設
事
務
所
支
援
委
員

会
の
意
見
に
よ
り
引
継
ぎ
の
対
象
と
し
た
も
の
を
含
む
。）の
引
継
ぎ
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
節

公
設
事
務
所
弁
護
士
に
対
す
る
援
助
等

（
公
設
事
務
所
弁
護
士
に
対
す
る
援
助
金
）

第
二
十
五
条

公
設
事
務
所
弁
護
士
（
第
二
号
に
掲
げ
る
援
助
金
に
あ
っ
て
は
、
第
十
六
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す

る
場
合
の
退
任
後
の
公
設
事
務
所
弁
護
士
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
し
て
本
会
が
行
う
援
助
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
援
助
金
を
基
金
か
ら
支
出
し
て
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と

す
る
。

一

公
設
事
務
所
の
設
置
に
係
る
費
用
に
対
す
る
開
設
費
援
助
金

五
百
万
円
（
後
任
の
公
設
事
務
所
弁
護
士
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
引
継
ぎ
を
受
け
る
施
設
等
が
な
い
な
ど
の
事
情
に
よ
り
設
置
に
係
る
費
用
が
低
廉
と
な
ら
な
い

特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
三
百
万
円
）
の
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
る
額
及
び
公
設
事
務
所
の
施
設
を
賃

借
す
る
た
め
に
要
す
る
敷
金
、
仲
介
手
数
料
そ
の
他
の
費
用
（
賃
料
を
除
く
。）の
う
ち
必
要
と
認
め
る
額

二

公
設
事
務
所
の
運
営
に
係
る
経
費
に
対
す
る
運
営
費
援
助
金

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年

当
た
り
千
万
円
（
当
該
公
設
事
務
所
の
運
営
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
特
に
必
要
が
あ
る
と
会
長
が
認
め
る
と

き
は
、
一
年
当
た
り
千
二
百
万
円
）
の
範
囲
内
で
、
対
象
と
な
る
期
間
に
お
け
る
収
入
か
ら
運
営
に
係
る
経
費
に

七
百
二
十
万
円
を
加
え
た
額
を
控
除
し
た
と
き
に
生
じ
る
欠
損
額
の
う
ち
、
援
助
す
る
こ
と
が
相
当
と
認
め
る
額

２

前
項
各
号
の
援
助
金
の
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
公
設
事
務
所
弁
護
士
及
び
次
項
又
は
第
四
項
第
二
号
の
規
定
に

よ
る
仮
の
給
付
を
受
け
た
公
設
事
務
所
弁
護
士
は
、
開
設
費
援
助
金
に
あ
っ
て
は
公
設
事
務
所
の
設
置
か
ら
三
か
月

を
経
過
し
た
後
速
や
か
に
、
運
営
費
援
助
金
に
あ
っ
て
は
対
象
と
な
る
期
間
の
経
過
後
四
か
月
以
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
支
出
を
証
す
る
資
料
を
添
付
し
て
、
書
面
に
よ
り
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
退
任

後
に
申
請
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
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